
令和７年度
造林・生産事業及び立木販売の予定について

令和7年２月26日
林野庁近畿中国森林管理局

森林整備課
資源活用課



令和５年12月に策定された「国有林野の管理経営に関する基本計
画」においては、「国民共通の財産」である国有林野の公益重視の管
理経営を一層推進するとともに、森林・林業施策全体の推進に貢献す
ることとされています。
このような中、近畿中国森林管理局では、計画した森林整備事業を

確実に実施するためには地域の林業事業体の協力が不可欠であると考
えています。事業発注に当たっては、林業事業体の経営基盤を強化し、
安定的な経営を支援するため、以下の取組を推進します。

１ 地域における事業量の見通しを公表するともに、事業体の雇用の
確保及び労務の平準化、契約確保の観点から、早期発注に取り組み
ます。

２ これまでの受注実績等を勘案し、事業体が受注しやすくなるよう、
適切な事業箇所（エリア）や事業規模を検討します。

３ 事業実行箇所の積雪等の状況を勘案しつつ、可能な限り事業期間
を長く設定します。

事業発注の基本的な考え方
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造林事業では、森林資源の成熟に伴い主伐が増加していく中で、花粉の少な
い森林への転換を進めつつ、資源の循環利用の観点から確実な更新を図ります。
また、再造林箇所の更新及び保育に当たっては、各作業種における適切な手

法を現地に応じた形で組み合わせ、効率化、省力化、軽労化に取り組みます。

１ 更新
伐採段階で使用する大型機械等を活用することにより、その後の造林作業

の効率化・省力化を図る観点から、発注形態は植栽までを含んだ一括発注を
基本に計画します。

２ 下刈
現地の植生状況に応じ、回数、方法、時期等を検討し、計画することとし

ます。また、下刈作業の軽労化や安全確保の観点から、冬下刈や下刈時期の
弾力化を推進します。

３ シカ等獣害対策
シカ等の生息密度や地形等から最適な手法を選択し、資材の種類や設置コ

スト、維持修繕の容易さ等トータルコスト等を念頭においた効率的・効果的
な防護対策を取り入れます。

造林事業の基本的な考え方
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令和７年度の造林事業は、翌債等を含め以下のとおりです。
（令和７年２月26日現在）

１ 更新
◆ 地拵え･･････････106ha（対前年度比 96％）
◆ 植 付･･････････203ha（対前年度比 106％）

※複数年契約を除く。

２ 保育
◆ 下 刈･･････････236ha（対前年度比 89％）
◆ 除伐・除伐Ⅱ類･･ 62ha（対前年度比 98％）
◆ つる切･･････････ 5ha（対前年度比 137％）
◆ 保育間伐････････369ha（対前年度比 138％）
◆ 被害木整理･･････ 2ha（対前年度比 90％）

令和７年度 造林事業の概要
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１ 繰越事業（補正予算含む）

●翌債 ８件（公告済み ８件）
●明許 ―件（公告済み ―件）

２ 早期発注の取組

●発注件数 ２５件

３ 入札時期

●２５件について、３月中の公告を
基本としつつ、第１四半期までに
発注

※ 一括発注に係る植付は、生産事業
に計上しています。

※ 発注予定情報及び発注見通しは、
近畿中国森林管理局のホームページ
で、随時公表しています。

（随時、局ホームページをご覧ください）

令和７年度 造林事業の発注予定情報等について

入 札 時 期
件数署（所）名 Ｒ７

第２四半期
Ｒ７

第１四半期
Ｒ７

２～３月

石 川

福 井

2１３三 重

１１滋 賀

2２京都大阪

１１2兵 庫

１1奈 良

１１和 歌 山

２２鳥 取

３３島 根

５１６岡 山

６２８広島北部

３３広 島

１１山 口

25８33計
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国有林の公益機能の維持増進を図るため、長伐期化、複層林化、伐区の小面
積・モザイク的配置、針広混交林化等自然条件に応じた多様で健全な森林づく
りを目的とした伐採系森林整備（誘導伐、保護伐、保育間伐、育成受光伐、天
然林受光伐）を適切に実施します。
また、その際、下記の取組と併せて実施し、施業の結果得られる木材の安定

供給に取り組み、地域における国産材の安定供給体制の構築に貢献します。

1 複数年契約の取組
事業体の経営の安定化や労働条件の改善、雇用の安定に資するため、複数

年（２～３年）契約の積極的な活用による事業発注に取り組みます。

素材生産事業等の基本的な考え方

2 生産性向上の取組
地域林業を支える林業事業体の経営基盤の強化や雇用の安定化を図る観点
から、工程管理によるボトルネックの分析・改善の取組を行います。

３ 素材のシステム販売の取組
システム販売の対象となる素材を生産する請負事業体は、自らが生産する

物件の企画競争に参加できます。
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令和７年度の生産事業等は、翌債等を含め以下のとおりです。
（令和７年２月26日現在）

１ 素材生産事業
◆ 生産量 115,000㎥（対前年度比 105％）

２ 製品販売、立木販売量
◆ 製品販売 115,000㎥（対前年度比 105％）
◆ 立木販売 771,000㎥（対前年度比 111％）

３ システム販売
◆ システム販売 76,000㎥（対前年度比 109％）

４ 複数年契約（8署等16箇所）※令和６年度は11箇所
◆ ２ヶ年契約 滋賀署、鳥取署、岡山署(2)、広島署
◆ ３ヶ年契約 兵庫署、和歌山署(3)、鳥取署、

岡山署(4)、広島北部署、山口所
※赤字は意見交換会当日の訂正箇所

令和７年度 素材生産事業等の概要
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１ 繰越事業（補正予算含む）

●翌債 ５件（公告済み ５件）
●明許 ５件（公告済み ０件）

２ 早期発注の取組

●発注件数 ３０件

３ 入札時期

●３０件について、３月中の公告を
基本としつつ、第１四半期までに
発注
（複数年契約で2年目以降となる物件を
除く。）

※ 発注予定情報及び発注見通しは、
近畿中国森林管理局のホームページ
で、随時公表しています。

（随時、局ホームページをご覧ください）

令和７年度 素材生産事業等の発注予定情報について

入 札 時 期
件数署（所）名 Ｒ７

第２四半期
Ｒ７

第１四半期
Ｒ７

２～３月

１１石 川

22福 井

１２３三 重

１１滋 賀

２２京都大阪

３３兵 庫

１１奈 良

３３和 歌 山

４４鳥 取

４４島 根

2２4岡 山

２１３広島北部

２１3広 島

2２山 口

30636計
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予定数量
（㎥）面積（ha）国有林名所在地森林管理

署（所）事業年度

7,750226沖ノ山国有林外鳥取県智頭町外鳥取署R5～7年度
（3ヵ年）１

8,93053三光山国有林岡山県新見市岡山署〃２

7,21077宝祚谷国有林外岡山県美作市岡山署〃３

6,90025古谷国有林岡山県新見市岡山署R6～7年度
（2ヵ年）４

7,22076嶽山国有林外広島県府中市広島署〃５

8,00085マンガ谷国有林兵庫県宍粟市兵庫署R6～8年度
（3ヵ年）６

6,300123坂泰山国有林外和歌山県田辺市和歌山署〃７

12,30039加茂山国有林外岡山県吉備中央町岡山署〃８

2,00050三郷山国有林外滋賀県甲賀市外滋賀署R7～8年度
（2ヵ年）９

5,500105上萩山国有林外鳥取県日南町鳥取署〃10

■ 令和７年度の複数年契約実施予定箇所（継続箇所を含む）

令和７年度 複数年契約予定箇所
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予定数量
（㎥）面積（ha）国有林名所在地森林管理

署（所）事業年度

4,800123高野山国有林和歌山県高野町和歌山署R7～9年度
（3ヵ年）11

7,800124西ノ河国有林外和歌山県日高川町外和歌山署〃12

7,72038那岐山国有林岡山県奈義町岡山署R7～8年度
（2ヵ年）13

13,600106山乗国有林岡山県真庭市岡山署R7～9年度
（3ヵ年）14

11,85065倉造山国有林広島県庄原市広島北部署〃15

6,80014滑山国有林山口県山口市山口所〃16

■ 令和７年度の複数年契約実施予定箇所（継続箇所を含む）

令和７年度 複数年契約予定箇所

※赤字は意見交換会当日の訂正箇所
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森林資源の成熟に伴い収穫量が増加する中で、立木販売については、伐採系
森林整備との調整を図りつつ、国産材の安定供給に資するよう販売を計画しま
す。
また、バイオマス発電等に必要な原料材の需要の増加が見込まれることから、

従来は存置型間伐としていたものについても積極的な販売に努めます。

◆ 立木販売と造林事業の混合契約の取組
立木販売箇所においては、素材生産事業における一括発注と同様に伐採後
の造林作業の効率化・省力化を図るため、立木の販売とその伐採跡地の造林
作業請負を同一人と一括して契約する混合契約を推進します。
令和７年度は、岡山署、広島北部署で予定しています。

立木販売の基本的な考え方
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